
第３学年 道徳科 学習指導案 

 

１  主題名    「国際理解，国際貢献」 C（18） 

 

２  題材名    ３学年 「希望の義足」  

 

３  本時のねらい 

ルワンダの支援に尽力する吉田真美さんたちについて書かれた文章や，国際協力について書かれたコラムを

通して，国際協力を行う際に大切なことは何かを考えさせ，国際理解や国際協力に努めようとする実践意欲や

態度を育てる。 

 

４  主題設定の理由 

（１） 主題と生徒観 

     この時期の生徒は，他教科等の学習とも相まって，これまで以上に世界の様々な国に対して興味関心が高

まってくる。様々な報道やインターネットからの情報も集めやすい。 

 

（２）主題と教材観 

     ① 使用する教材について 

     ルワンダ内戦で負傷した人々を現地で直接支援する活動を展開している吉田真美さんらを取り上げた読

み物教材である。ルワンダの人々の心の復興を目指し，意味のある国際協力とは何かを追求する真美さん

の気持ちや具体的な活動を共感的にとらえさせ，世界の中の日本人として生きるとはどういうことか，考

えを深めさせたい。 

 

   ② 新潟市中教研「道徳部」の目指す姿と本時との関連 

    学習課題「多面的多角的に考える」 

       学びの姿支援する側の気持ちだけではなく、支援される側の気持ちになって、国際理解について考える。 

        真美さんが気づいた自分の「甘さ」に着目させる。ロイロノートを用いて、仲間の様々な問題意

識を視覚化（見える化）する手だてを講じ、気づかない問題や異なる見方を共有することを工夫

した。 

        

 

    ま と め「主体的・対話的な深い学び」 

    学びの姿自国だけのことを考えて生きるのではなく、国際的な視野に立って考えていこうとしているか、 

        振り返っている。 

      

 

    振り返り「自己との対話」 

    学びの姿 私 が】日本人としての自覚をもち、国際的な視野に立って世界の平和と人類の発展に貢献した 

        いと考える。 

           振り返りの場面では課題を自分事として捉えることを目指して、最適解とのギャップ・疑問→

解決策→具体的な姿→言語化（納得解）へと導くための私振り返りの工夫】を講じる。 

            振り返りが目指すゴールイメージとなり、行動として映像化、具体化することで、思いを行動

に昇華していくこと、しやすくなることを狙うものである。 

 

５ 本時の学習課題  

世界の中の日本人として行動するのに大切（必要）なことはなんだろう。 

 

 

 



６ 本時の展開（１／１時間） 

学習活動 教師の働きかけ（T）予想される生徒の反応（S） 留意点 

導入 ７分  
 
１「国際協力」に 
 ついてイメージ 
 させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 ３０分  
 
２分 

 
 
 
 
教材 （粋））を読む。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
S：礼儀正しい。 
S：手先が器用（アニメ＆科学技術）。 
S：きめ細かい。 
S：清潔 
 
 
 
 
 
S：他人に合わせる。 
S：笑ってごまかす。 
S：はっきり主張しない。 
S：人種差別に鈍感（単一民族）。 
 
 
 
 
 
・JICAの動画（２分５６秒）を見る。 
 
 
学習課題 
 
 
 
 
S：相手のことを考える 

S：心から相手につくす。 
 
 
 
 
補助発問 
 
 
 
 
S：相手の心の内を考えていなかった。 
S：義足さえ作れば喜んでくれると思った。 
S ：単に義足を提供しただけでは、本当の意味で
患者を助けたことにはならない。 
S：自分のことを信頼してくれて寄付した義足
を生かすことができなかった。 
 
 
補助発問 
 
 
 
S：虐殺を経験せざるをえなかった人たちの心
の復興 
S：希望を持たせたかった。 
 

 
＜高評価＞ 
日本製品が高品質なので科学技
術が高いと思っている。特にベト
ナム人。 
ヨーロッパの人はアニメのレベ
ルが高いと思っている。鬼滅の刃
とか、日本アニメのファンは多
い。 
接客がいい。とにかく笑顔で迎
えてくれる。 
トイレや施設がきれい。 
 
＜低評価＞ 
昔と違ってお金がない。 
周りの目を気にしすぎ、本音を言
わずに周りにあわせる。 
親しくなると親切だが、他人に
は冷たい。 
2021 年の調査では、インドネシ
ア、タイ、アメリカを除き、日本
が嫌いという国が増加傾向。 
 
「東日本大震災の救援活動」ま
ででＶＴＲを止める。 
 
 
 
 
 
 
 
朝読書の時間等で事前に全文は
黙読させておく。 
 
 
 
 
 
ルワンダの人にとってはただだ
が、そのお金はどこから得たもの
か。 
 
※真美さんは 2021 年の段階で 1
万１000 人に無償提供してきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国から見た日本人のイメージの良いところ
は何だと思いますか。 

真美さんが気づいた「甘さ」とは、どのような
ことだろう。 

次の動画は海外と関わっている人たちの動画
です。 

外国から見た日本人のイメージの悪いところ
は何だと思いますか。 

世界の中の日本人として行動するのに大切
（必要）なことはなんだろう。 

真美さんが相手の要望に応え続けようとした
のはなぜだろう。 



 
 
４分（個人） 

 
本当に意味のある
国際協力について
考える。 
（他面的・多角的） 
 
１０分（小集団 

→全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ５分 
 
 
 
 
 
 
 
終末 ８分  
 
全体→個人 
 
 
 
 
 

 
 
S：思いやり等 
 
 
 
 
１）班で話し合いをする。 
２）ファシリテーション（可視化） 
 
S：支援を必要とする現地のことを知る。 

S：支援する相手のことを知る。 

S：お金やモノだけではだめ 

S：自己満足ではないことが大切 

S：その国の人々にとって必要なものをその国

の人の身になって考えること。 

S ：その国の人が本当に必要なものを届けること。 

S：独りよがりな協力にならないこと。 
S ：その国の人たちの気持ちや、状況などよく理
解する。 
 
 
 
まとめ私最適解】 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り私納得解】 
 
 
 
 
 
ワークシートの振り返りには 
  そんな世界に近づくように 
「 が」 
「○○○の場面で」  
「□□□する姿」ができるようにしたい。 
と記入する欄がある。 

 

ワークシートに書かせる 
 
 
 
 
 
 
まとめたホワイトボードを黒板
に貼る 
 
以降は 
発言のルール（挙手、指名など）
より、つぶやきを聞き逃さない
ようにする。（傾聴に近い姿勢）、
タイムパフォーマンスを上げる。 
どの班の話し合いを拾い上げる
か情報収集の机間指導に努め
る。 
生徒の回答をホワイトボードで
可視化し、左記のようなまとめ
になるようにする。具体的には、 
○支援される側がどのようなこ
とを望んでいるのかという視点
をおさえる。 
○世界の人々と関わり、異文化
への理解を深めようとするこ
と、世界社会に参画し、広く世界
の人々と互いに助け合い励まし
合う気持ち 
など、拾い上げる。 
 
○時間があれば、真美さん達が
笑顔で写っているp125の写真を
テレビで映す（ICTの活用） 
 
漠然とした概念で終わらせるこ
となく、具体的な自分（主語＝自
分が）の行動を言葉にさせるよ
うに務める。 
 
 

 
７ 生徒の姿（評価） 

 評価方法 

 ［評価方法］ 対話の様子やワークシートへの記述を基に評価する。 

 ［評価基準］  「国際理解」について考えることを通して，自分が具体的にできることや取り組んでみたい 

       ことが記述されている。 

相手のことを考え、自分を支えている者と

世界の人の思いを受け止め、目標を持ち、

思慮深く行動すること。 

 

日本人として、自分にできることは何だろ
う？ 
ワークシートに記入しましょう。 

 

学習課題について、考えを書きましょう。 

班で発表し、ホワイトボードにまとめてくださ
い。 


